
よりそい、見つめ合います ＪＡ佐久浅間広報誌［ジャッホー］

Ⓒみんなのよい食プロジェクト

第21回フォトコンテスト入賞作品 「なかよし」　三石 敏郎さん（佐久市）
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種苗法改正に伴う種苗の取り扱い

■農を拓く　仔牛哺育センター
■スマイルＪＡ女性会　新役員体制で活動スタート
■家庭菜園便利帖　サツマイモ
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ＪＡ佐久浅間

ウェブサイトではイベント案内や直売所情報などを掲載しています。
公式 SNSアカウントとともにご覧ください。

ＪＡ佐久浅間公式Webサイト
www.ja-sakuasama.iijan.or.jp/

ＪＡ佐久浅間公式SNSアカウント

Web・SNSのご案内

「絵手紙・四季の便り」は 2021 年 3 月号をもって、連載終了となりました。４年にわたり、作品をご提供していただきました
   中島袈裟幸さんに心より感謝申し上げます。※ 関連記事を 5 ページに掲載しています

種苗法改正に伴う種苗の取り扱い

４月から登録品種の種苗を販売する場合に
表示が義務化されます

令和２年 12 月に種苗法が改正され、努力義務であった「登録品種である旨」
の表示が、令和３年４月１日から法的義務となりました。

登録品種と一般品種の違い
　種苗法で保護される品種は、新たに開発され、種苗法で登録された品種に限られ、
それ以外の一般品種※の利用は制限されません。
※ 一般品種とは、在来種、品種登録されたことがない品種、品種登録期間が切れた品種

●登録品種の種苗を販売する場合、販売する苗のポット・包装・シールなどに、登録
品種であることの表示を付して販売するようにしましょう（表示方法は以下を参
照）。また、海外持ち出し禁止や国内栽培地域の制限といった利用条件がある場合
も表示が必要となります。なお、登録品種でない場合は従来と変わりません。

●登録品種か否か忘れてしまった場合は、種子の購入先である種苗会社に確認しま
しょう（登録品種の場合、購入先の種苗会社は、出荷者に対して登録品種であるこ
との表示義務を負っています）。

　※ 違反した場合、１０万円以下の過料が課せられる場合があります

種苗の販売時に①〜③の表示のいずれかを、種苗又はその種苗の包装に付す必要があ
ります。店頭にまとめて掲示する方法は認められません。

① 「登録品種」の文字

② 「品種登録」の文字 及び その「品種登録の番号」

③　PVP マーク（　　　　、　　　  等）

店頭販売する種苗又は種苗の包装、また、種苗のカタログやカタログを兼ねた注文票
等、インターネットサイト販売時等にも必要事項の適切な表示が必要です。

■詳しくは、農林水産省ホームページで「種苗法」を検索し、ご確認ください。

登録品種であることの表示方法（※ 一般品種は表示不要）

販売の際の種苗・包装、販売のための広告の際の表示義務

「PVP」は、登録品種
であることの表示です

【
義
務
表
示
の
例
】

ノウリンイエロー（登録品種）　　　　　　　　　　 　上記①の例

品種名：ノウリンイエロー（この品種は品種登録されています）
品種登録番号 :999999　　　　　　　　　　　　　　上記②の例

品種名：ノウリンイエロー　　　　　　　　　　　　　上記③の例
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農拓
をく

立科町藤沢立科町藤沢

Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間　

仔
牛
哺
育
セ
ン
タ
ー

優
良
牛
を
供
給
し
農
家
経
営
の
安
定
を
図
る

立
科
町
藤
沢
の
仔
牛
哺
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
優
良
牛
の

供
給
に
よ
り
農
家
経
営
の
安
定
と
省
力
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
黒
毛
和
種
や
交
雑
種
、
乳
用
種
の
仔
牛
を

常
時
約
３
０
０
頭
哺
育
し
て
い
ま
す
。

専
用
の
カ
ウ
ハ
ッ
チ
（
個
別
哺
育
用
小
型
牛
舎
）
や
育

成
牛
舎
で
、
６
〜
７
カ
月
間
哺
育
。
健
康
な
牛
に
育
て

る
た
め
に
衛
生
管
理
を
徹
底
し
、
ス
ト
レ
ス
を
与
え
な

い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
担
当
者
は
「
仔
牛
の
些
細
な
変
化
を
見
逃
さ
ず
、

病
気
の
早
期
発
見
な
ど
、
日
々
の
管
理
を
徹
底
し
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
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最
高
位
に
中
澤
隆
弘
さ
ん

花
束
購
入
で
農
家
を
応
援

花
束
購
入
運
動

佐
久
浅
間
ミ
ニ
ト
マ
ト
立
毛
品
評
会

購
入
し
た
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
を
受
け

取
る
藤
巻
町
長
（
左
）

　

当
Ｊ
Ａ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
花
き

需
要
が
落
ち
込
ん
で
い
る
中
、
生
産
者
を
応
援
し
よ

う
と
「
花
束
購
入
運
動
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

３
月
８
日
、
軽
井
沢
町
役
場
が
購
入
し
た
ア
ル
ス

ト
ロ
メ
リ
ア
７
１
０
本
を
配
達
。
藤
巻
進
町
長
は

「
色
と
り
ど
り
の
お
花
で
、
気
持
ち
が
明
る
く
な

る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
影
響
を
受
け
て
い
る
生
産
者
の
皆

さ
ん
を
支
援
で
き
て
う
れ
し
く
思
う
」
と
話
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
購
入
運
動
で
は
５
市
町
の
管
内
行
政
を
は

じ
め
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
に
７
７
０
０
本
の
ア
ル
ス
ト
ロ

メ
リ
ア
を
販
売
し
ま
し
た
。

春
の
農
機
展
示
商
談
会
を
開
催

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
専
用
肥
料
を
開
発

子
会
社 

㈱
オ
ー
ト
パ
ル
佐
久
浅
間

施
肥
作
業
の
省
力
化
実
現

来
場
者
で
賑
わ
う
会
場

　

当
Ｊ
Ａ
子
会
社
の
株
式
会
社
オ
ー
ト
パ
ル
佐
久

浅
間
は
３
月
13
日
、
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
佐
久
店
駐
車

場
で
農
機
展
示
商
談
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
主
要
農
機
メ
ー
カ
ー
の
ト
ラ
ク
タ
ー

や
管
理
機
、
畦
草
刈
機
な
ど
の
売
れ
筋
商
品
約

１
２
０
台
を
展
示
し
、
担
当
者
が
農
機
の
性
能
や

操
作
方
法
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
中
古
車
の
展
示
や
リ
フ
ォ
ー
ム
・
農

業
倉
庫
な
ど
の
相
談
会
を
同
時
開
催
し
、
来
場
者

特
典
と
し
て
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
の
特
価
販
売
、
耕

耘
爪
の
割
引
販
売
な
ど
の
ほ
か
、
牛
乳
消
費
拡
大

運
動
と
し
て
、
紙
パ
ッ
ク
の
農
協
牛
乳
を
配
り
ま

し
た
。

新たに開発した「さくあさま
ブロッコリー専用肥料」

　

当
Ｊ
Ａ
は
３
月
５
日
、
本
所
で
佐
久
浅
間
ミ
ニ
ト
マ
ト
立
毛
品
評
会
表

彰
式
を
開
き
ま
し
た
。
最
高
位
の
県
佐
久
地
域
振
興
局
長
賞
は
、
佐
久
市

の
中
澤
隆
弘
さ
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

品
評
会
に
は
、
管
内
の
８
人
の
生
産
者
が

出
品
。
９
月
に
出
品
者
の
圃
場
を
巡
回
し
、

樹
勢
や
着
果
状
況
、
肥
培
管
理
や
病
害
虫
防
除
な
ど
12
項

目
を
チ
ェ
ッ
ク
。
12
月
に
収
量
や
等
級
比
率
な
ど
の
総
合

審
査
を
行
い
、
受
賞
者
を
決
定
し
ま
し
た
。
県
佐
久
地
域

振
興
局
長
賞
以
外
の
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

▽
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
県
本
部
長
賞
＝
星
田
大
輔
（
佐
久
穂
町
）
▽

佐
久
浅
間
農
業
協
同
組
合
長
賞
＝
伊
藤
春
雄
（
小
諸
市
）
▽
佐

久
浅
間
果
菜
専
門
部
長
賞
＝
依
田
昭
彦
（
佐
久
市
）
清
水
和
代

（
佐
久
市
）
浅
沼
誠
造
（
佐
久
市
）
水
石
公
夫
（
佐
久
市
）
塩

沢
満
喜
夫
（
立
科
町
）
※
敬
称
略

　

当
Ｊ
Ａ
は
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
専
用
肥
料
を

開
発
し
、
発
売
を
始
め
ま
し
た
。
生
産
者

か
ら
の
省
力
化
の
要
望
に
応
え
、
生
理
障

害
対
策
で
元
肥
と
一
緒
に
投
入
し
て
い
た

ホ
ウ
素
な
ど
の
微
量
要
素
肥
料
を
配
合
す

る
こ
と
で
実
現
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
と
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
エ
ー
ル

長
野
と
連
携
し
て
試
験
栽
培
を
実
施
。
土

壌
分
析
の
結
果
か
ら
窒
素
、
リ
ン
酸
、
カ

リ
ウ
ム
、
苦
土
の
成
分
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

配
合
し
ま
し
た
。

　

名
称
は
「
さ
く
あ
さ
ま
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

専
用
」
で
、
１
袋
20
㎏
。
開
発
に
携
わ
っ

た
あ
さ
ま
西
部
営
農
セ
ン
タ
ー
南
大
井
事

務
所
の
高
木
係
長
は
「
試
験
栽
培
の
結
果

も
良
好
だ
っ
た
の
で
生
産
者
に
効
果
を
実

感
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

県
佐
久
地
域
振
興
局
長
賞
を
受

賞
し
た
中
澤
隆
弘
さ
ん（
右
）
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情
報
共
有
で
栽
培
技
術
向
上
を
図
る

臼
田
有
機
米
部
会
・
栽
培
講
習
会

　

臼
田
有
機
米
部
会
は
３
月
５
日
、
Ｊ
Ａ
臼
田
店
を
主
会

場
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
栽
培
講
習
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

講
習
会
に
は
部
会
員
ら
16
人
が
出
席
。
県
佐
久
農
業
農

村
支
援
セ
ン
タ
ー
技
術
経
営
普
及
課
技
術
経
営
係
の
小
浜

由
彦
普
及
指
導
員
を
講
師
に
「
気
象
状
況
か
ら
見
た
水
稲

の
減
収
要
因
と
今
後
の
対
策
」
と
題
し
て
学
習
し
ま
し

た
。

　

同
部
会
は
、
佐
久
市
臼
田
周
辺
で
有
機
米
と
無
農
薬
米

を
生
産
す
る
農
業
者
グ
ル
ー
プ
。
今
年
度
の
栽
培
面
積
は

約
19 

ha
で
、
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
米
の
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
、

「
ミ
ル
キ
ー
ク
イ
ー
ン
」
な
ど
を
生
産
。
Ｊ
Ａ
出
荷
量
は

１
３
５
０
俵
（
１
俵
60
㎏
）
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
は
「
Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
公
式
Ｔ
ｗ

ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
（
ツ
イ
ッ
タ
ー
）
」
を
３
月

に
開
設
し
、
配
信
を
始
め
ま
し
た
。
地
元

農
畜
産
物
や
Ｊ
Ａ
事
業
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

　

10
・
20
代
で
利
用
率
が
高
く
よ
り
拡
散

力
が
見
込
ま
れ
る
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
導
入

し
、
イ
ベ
ン
ト
告
知
や
直
売
所
の
売
れ
筋

商
品
、
旬
の
農
産
物
情
報
な
ど
を
中
心
に

積
極
的
に
配
信
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
担
当
者
は
「
利
用
者
が
多
い
ツ

イ
ッ
タ
ー
と
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
を
活
用
し

て
地
元
農
畜
産
物
や
Ｊ
Ａ
事
業
の
情
報
を

発
信
し
、
若
い
世
代
に
Ｐ
Ｒ
し
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

部
会
員
ら
が
出
席
し
た
Ｗ
Ｅ
Ｂ

講
習
会

「
絵
手
紙
・
四
季
の
便
り
」
連
載
に
幕

佐
久
市
・
中
島
袈
裟
幸
さ
ん

　

佐
久
市
の
絵
手
紙
作
家
・
中
島
袈
裟
幸
さ
ん
の

作
品
を
掲
載
し
た
「
Ｊ
Ａ
Ｈ
Ｏ
Ｏ
」
の
人
気
コ
ー

ナ
ー
「
絵
手
紙
・
四
季
の
便
り
」
が
、
３
月
号
で

連
載
を
終
え
ま
し
た
。

　

ユ
ー
モ
ア
に
富
ん
だ
心
温
ま
る
言
葉
と
と
も

に
、
み
ず
み
ず
し
い
野
菜
や
果
物
、
い
き
い
き
と

し
た
魚
や
動
物
が
描
か
れ
、
４
年
に
わ
た
り
描
き

下
ろ
し
の
絵
手
紙
48
点
が
誌
面
を
彩
り
ま
し
た
。

　

「
こ
れ
か
ら
も
型
に
は
ま
ら
ず
、
感
謝
の
気
持

ち
を
持
っ
て
夢
と
笑
顔
を
届
け
る
絵
手
紙
を
描
き

た
い
」
と
話
す
中
島
さ
ん
。
４
月
30
日
ま
で
、
同

市
中
込
会
館
で
Ｊ
Ａ
広
報
誌
に
掲
載
し
た
作
品
を

集
め
た
個
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

中島さんと誌面を彩った絵手紙

　

あ
さ
ま
果
樹
部
会
は
３
月
10
日
、
小
諸
市
市
の
小
山

敏
彦
さ
ん
の
桃
園
で
摘
蕾
講
習
会
を
開
き
、
部
会
員
約

30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

県
佐
久
農
業
農
村
支
援
セ
ン
タ
ー
技
術
経
営
普
及
課

技
術
経
営
係
の
森
幸
穂
主
任
を
講
師
に
、
作
業
の
ポ
イ

ン
ト
を
学
習
。
森
主
任
は
「
養
分
競
争
を
防
い
で
生
育

を
促
す
ほ
か
、
摘
果
の
効
率
化
や
新
梢
の
伸
長
を
良
好

に
す
る
」
と
摘
蕾
の
ね
ら
い
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
は
病
害
虫
防
除
や
凍
霜
害
対
策
な
ど
、
管
理
全

般
を
説
明
。
小
宮
山
営
農
技
術
員
は
「
摘
蕾
は
そ
の
後

の
労
力
軽
減
だ
け
で
な
く
、
樹
勢
の
維
持
に
つ
な
が

る
。
園
地
全
体
を
見
渡
す
イ
メ
ー
ジ
で
実
践
し
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
に
投
稿
さ
れ
た
内
容

Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
始
め
ま
し
た

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
開
設

作
業
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ
部
会
員

摘
蕾
で
効
率
的
な
生
育
を

桃
摘
蕾
講
習
会
・
あ
さ
ま
果
樹
部
会
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　当ＪＡは地域貢献活
動の一環で、毎年管内
小学校の新入学児童に
交通安全傘を寄贈して
います。今年は31校に
1680本を贈ります。
　3月11日、御代田支
所 の 塩 川 博 道 支 所 長
（現共済部長）が御代田町役場に御代田北小学校、南
小学校分136本を届けました（写真）。

新入学児童に傘贈る
─ ＪＡ共済地域貢献活動 ─

　当ＪＡは3月1・8日、本所で
第14期3回目の「げんき塾」を
開き、66人が参加しました。
　1月に「スマホ写真のレベル
アップ」、2月に「特殊詐欺に
だまされないために」を行う予
定でしたが、新型コロナウイルス警戒レベル引き上げ
のため延期となっていました。今回は延期分の2講座
を合わせて行いました（写真）。

　新型コロナウイルス感染症
対策の一つとして、当ＪＡは
ｗｅｂ会議用機材を8台導入
しました（写真）。
　ＪＡ共済の「地域・農業活
性化促進事業」を活用したも
ので、管内８広域に各１台を
配置。実施機会が増加してい
るｗｅｂでの会議や研修、講
習会などに利用します。

　当ＪＡが組合員や地域
住民を対象に開く家庭
菜園教室が開講しました
（写真）。初心者から
ベテランまで51人が受
講。3月から11月まで全
9回で、土づくりから作付け計画、栽培管理、病害虫
対策など季節に合わせて作物ごとの作業を学びます。
　講師は、広報誌「JAHOO」で、毎月「家庭菜園便利
帖」を執筆する中嶋信幸コーディネーターが担当しま
す。

スマホ写真レベルアップ
─ げんき塾 ─

Ｗｅｂ会議用機材を導入
─ ＪＡ共済「地域・農業活性化促進事業」 ─

基礎から学ぶ
─ 家庭菜園教室開講 ─

40
年
に
わ
た
る
配
食
サ
ー
ビ
ス
活
動

地
元
産
米
粉
を
Ｐ
Ｒ

女
性
会
・
佐
久
市
長
表
彰
を
受
賞

Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
プ
ラ
ス
ワ
ン

　

女
性
会
の
旧
さ
く
支
会
が
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
一
環
で
40
年
に
わ
た
り
取
り
組
ん
で
き
た
、
高
齢
者

対
象
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
「
ま
ご
こ
ろ
弁
当
」
が
評
価
さ

れ
、
３
月
９
日
、
佐
久
市
か
ら
市
長
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

配
食
サ
ー
ビ
ス
は
１
９
８
０
年
の
旧
佐
久
市
農
協
時

代
、
農
協
婦
人
部
が
料
理
講
習
会
を
兼
ね
て
弁
当
を
作

り
、
届
け
た
の
が
始
ま
り
。
市
内
に
住
む
75
歳
以
上
の

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
対
象
に
市
が
社
会
福
祉
協
議

会
に
委
託
し
、
女
性
会
が
調
理
を
担
当
。
40
年
に
わ
た

る
活
動
が
評
価
さ
れ
、
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

代
表
で
出
席
し
た
小
林
典
子
副
会
長
は
「
地
域
の
高

齢
者
の
生
活
を
支
え
る
お
手
伝
い
が
で
き
た
こ
と
を
幸

せ
に
思
う
」
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
は
３
月
16
日
、
佐
久
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
と
共
同
制
作
番
組
「
Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
プ
ラ
ス

ワ
ン
」
の
第
６
回
目
の
収
録
を
本
所
で
行
い
ま

し
た
。

　

収
録
で
は
、
地
元
産
の
米
か
ら
製
粉
し
た
微

細
米
粉
を
使
っ
た
ク
レ
ー
プ
作
り
に
挑
戦
し
、

米
消
費
拡
大
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
微
細
米
粉

は
、
上
新
粉
よ
り
キ
メ
の
細
か
い
粉
で
、
料
理

や
お
菓
子
作
り
に
使
用
し
、
小
麦
ア
レ
ル
ギ
ー

の
人
で
も
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
た
め
、
人
気

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

番
組
は
佐
久
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ

る
ほ
か
、
Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
視
聴
で
き
ま
す
。

栁
田
清
二
市
長
か
ら
表
彰
を

受
け
る
小
林
副
会
長
（
左
）

試
食
す
る
栁
澤
常
務
（
右
）

今月のテーマ

共通のテーマで皆さんの声をお届けします

みんなの広場
学習机 健康な体

　ぼくの宝ものは、リビングに
おいてある学習机です。リビン
グには兄弟3人の学習机がおいてあります。3つの学
習机は、今35歳ぐらいになる叔母やお母さんが子ど
ものころに使っていたものだそうです。信じられな
いほどきれいで、なんだかうれしくなってしまいま
す。ときどき、この学習机を使っていた人のことも
思い出しながら、お父さんやお母さん、兄と弟のい
る中でいつも勉強しています。
　ぼくもこの学習机をきれいに使って、自分の子ど
もにも使ってもらえたらいいなと思っています。

　健康で動けるのが宝物と思い
ます。
　朝30〜40分程歩きます。雨や雪の日以外は歩くよ
うにしています。今のところ病気もなく冬以外は外
の仕事もできるのは健康だからでしょう。娘も近く
に嫁いでいるので、孫の顔を見るのも楽しみになっ
ています。何かと集まりワイワイできるのも体に良
いのでしょうか。同じ集落の皆さんとストレッチを
したり、今年はダメでしたが旅行に行ったりするの
もとても楽しみです。体に気をつけ、孫の成長を見
られるのが宝物です。

佐久穂町海瀬
西部 弥真人さん（10歳）

佐久市平賀
田中 純子さん（72歳）

「私の宝もの」

女性会　会長
今井 正子さん

新役員体制で活動スタート
— 女性会通常総会 —

　ＪＡ佐久浅間女性会は 3 月 11 日、佐久市で第 14 回通常
総会を開き、新会長として今井正子さんを選任して新役員体
制の下、魅力ある活動に取り組みます。
　総会は、委任状出席 8 人を含む 79 人が出席し、3 議案を
原案通り承認しました。
　今年度は「一歩ふみだす勇気・美しく・しなやかに仲間と
ともに」を基本方針に、地域における仲間づくり、フレッシュ
ミズ部会の立ち上げ、ＪＡ運営の参画に向けた女性会員の正
組合員化などに取り組みます。
　新会長の今井さんは「今こそ農協設立の原点に戻り、一つ
になって女性会もさらに輝きましょう」と抱負を述べました。

委任状出席を含む 79 人が出席した総会

令和 3 年度新役員の皆さん

基本方針
「一歩ふみだす勇気・美しく・
　　　　　　しなやかに仲間とともに」
１ 地域における仲間づくりをすすめます
２ 食を守り心と体の健康づくりをすすめます
３ 農業を支えます
４ ＪＡ運営に参加します
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信
幸

畑
の
準
備

　

乾
燥
し
た
土
地
の
方
が
味
が
良
く
、

排
水
が
悪
い
所
で
は
粘
質
に
な
り
食
味

が
劣
り
ま
す
。
排
水
が
良
い
場
所
を
選

び
、
通
気
性
を
高
め
る
た
め
に
畦
の
中

央
に
溝
を
掘
っ
て
、
完
熟
堆
肥
を
１
㎡

当
た
り
１
㎏
入
れ
て
埋
め
戻
し
ま
す
。

床
幅
は
40
～
50
㎝
で
、
排
水
性
を
良
く

す
る
た
め
に
高
さ
30
㎝
く
ら
い
の
高
畝

に
し
ま
す
（
高
め
の
方
が
収
穫
し
や
す

い
）
。

　

初
め
て
サ
ツ
マ
イ
モ
を
つ
く
る
場
所

で
は
無
肥
料
と
し
ま
す
。
吸
肥
力
が
強

い
た
め
、
肥
料
が
多
い
と
つ
る
だ
け
が

伸
び
て
イ
モ
の
付
き
方
や
味
が
悪
く
な

り
ま
す
。
発
根
が
始
ま
る
地
温
15
℃
以

上
に
な
っ
て
か
ら
植
え
ま
す
。

苗
の
準
備

　

茎
が
太
く
７
～
８
節
で
、
長
さ
25
～

30
㎝
の
も
の
が
適
し
て
い
ま
す
。
購
入

し
た
苗
の
束
を
ほ
ど
い
た
ら
、
茎
の
根

元
を
い
っ
た
ん
切
り
、
バ
ケ
ツ
に
切
り

口
を
漬
け
て
十
分
に
吸
水
さ
せ
、
ピ
ン

と
さ
せ
ま
す
。

植
え
付
け

　

晩
霜
の
恐
れ
が
な
く
な
っ
て
か
ら
、

強
い
日
差
し
を
避
け
る
た
め
に
で
き
る

だ
け
曇
り
の
日
か
夕
方
に
行
い
ま
す
。

水
は
け
が
大
切
な
た
め
、
苗
は
畝
の
頂

上
に
植
え
ま
す
。

　

裸
地
栽
培
は
「
水
平
さ
し
」
や
「
船

底
さ
し
」
が
良
く
、
黒
マ
ル
チ
栽
培
で

は
「
斜
め
さ
し
」
や
「
垂
直
さ
し
」
に

し
て
、
株
間
30
～
40
㎝
、
植
え
付
け
の

深
さ
は
６
～
７
㎝
く
ら
い
と
し
、
深
植

え
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
条
件

が
良
け
れ
ば
3
～
5
日
で
活
着
し
ま

す
。
活
着
に
は
土
壌
水
分
が
必
要
な
の

で
、
畝
が
乾
い
て
い
る
場
合
は
植
え
付

け
後
に
灌
水
し
ま
す
。

　

切
り
口
に
近
い
2
～
3
節
が
も
っ
と

も
塊
根
（
イ
モ
）
を
つ
け
や
す
い
の
で
、

2
～
3
節
を
土
中
に
埋
め
込
み
ま
す
。

節
を
埋
め
込
ま
な
い
と
吸
収
根
ば
か
り

と
な
り
イ
モ
が
で
き
ま
せ
ん
。
各
節
の

葉
は
必
ず
外
に
出
る
よ
う
に
植
え
付
け

ま
す
。

　

ポ
リ
マ
ル
チ
の
場
合
は
、
植
え
付
け

後
に
乾
燥
を
防
ぐ
た
め
、
土
で
植
え
穴

を
ふ
さ
ぎ
ま
す
。
さ
ら
に
マ
ル
チ
と
苗

の
接
触
に
よ
る
日
焼
け
を
防
ぐ
た
め
、

苗
の
下
に
土
を
一
握
り
置
き
ま
す
。

サツマイモ
中南米原産で、食物繊維や栄養を豊富に含む秋を代表する人気野菜
の一つです。中国から琉球を経て江戸時代初期に九州南部に伝わっ
たことから「唐

からいも

芋」「薩
さ つ ま い も

摩芋」と呼ばれるようになりました。
連作が可能で痩せ地や酸性土でもつくることができますが、肥料が
効き過ぎると葉だけが成長して、肝心の芋が貧弱になることがあり
ます。そのため、元肥などは与えずに育てるのがポイントです。

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 9月 10月

収穫定植

ポリマルチ

中に棒を挿し、
これを持って
フィルムを回し
ながら伸ばして
いく

ポリフィルム
マルチ用、厚さ 0.02 〜 0.03mm
の薄いもの。温度は透明の方が
上がりやすいが、雑草が生えや
すい所は黒色にする

早取り、多収を狙うとき

土を十分かける

良

× ×

○

不良

不良

茎が細く徒長し、葉色
が薄く、厚みがない

すんなり伸びた長さ 25
〜 30cm くらい、葉数
が 7 〜 8 枚の苗が最良

短くて、ずんぐり
している

イモの数が
多くなる

イモの数は少な
いが大きくなる活着しやすい

斜めさし水平さし 垂直さし

イ
モ
の
付
き
方

　

苗
の
各
葉
柄
の
基
部
か
ら
出
た
根
の

一
部
が
肥
大
し
て
イ
モ
に
な
り
ま
す
。

土
に
埋
ま
っ
た
葉
柄
の
付
け
根
に
し
か

付
か
な
い
た
め
、
植
え
付
け
に
注
意
し

ま
す
。

水
平
さ
し
の
付
き
方

　

苗
を
畝
と
平
行
に
置
い
て
茎
を
指
で

ぐ
っ
と
押
し
込
む
よ
う
に
し
（
茎
が
土

に
隠
れ
る
状
態
）
、
茎
葉
の
一
部
を
地

上
部
に
出
し
て
植
え
ま
す
。
板
の
先
端

に
切
り
込
み
を
入
れ
た
、
さ
し
込
み
用

の
ヘ
ラ
を
つ
く
る
と
便
利
で
す
。

管
理

①
灌
水
・
補
植

　

乾
燥
し
て
い
る
と
き
は
葉
を
枯
ら
さ

な
い
よ
う
に
し
ば
ら
く
灌
水
し
ま
す
。

根
付
く
と
し
お
れ
気
味
だ
っ
た
苗
が
立

ち
上
が
っ
て
伸
び
て
き
ま
す
。
枯
れ
て

し
ま
っ
た
所
に
は
、
根
付
い
た
苗
の
先

端
を
切
り
、
下
葉
を
取
っ
て
葉
を
３
～

４
枚
残
し
た
苗
と
し
て
再
度
植
え
ま
す

（
７
月
初
め
頃
ま
で
可
能
だ
が
収
穫
は

遅
く
な
る
）
。

②
追
肥

　

つ
る
の
伸
び
や
葉
色
が
悪
い
場
合

は
、
畝
の
肩
に
化
成
肥
料
を
少
し
追
肥

し
ま
す
。

③
中
耕
・
除
草

　

地
上
の
節
か
ら
つ
る
が
２
～
３
本
伸

び
た
ら
、
苗
に
光
を
当
て
る
た
め
に
除

草
し
ま
す
。
土
中
に
空
気
を
入
れ
る
よ

う
に
通
路
を
中
耕
し
ま
す
。
つ
る
が
伸

び
る
と
や
り
に
く
い
の
で
早
め
に
行
い

ま
す
。

④
つ
る
の
整
理
・
つ
る
返
し

　

生
育
後
半
に
つ
る
が
伸
び
過
ぎ
た
と

き
は
、
つ
る
の
先
を
鎌
で
刈
り
取
っ
て

草
勢
を
抑
え
、
過
繁
茂
を
防
ぎ
ま
す
。

盛
夏
に
畝
の
凸
凹
が
分
か
る
程
度
に
し

ま
す
。

　

生
育
が
旺
盛
な
場
合
は
、
つ
る
の
途

中
か
ら
根
が
出
る
た
め
、
時
々
鎌
の
先

に
引
っ
掛
け
て
地
面
か
ら
浮
か
し
て
根

を
切
る
か
裏
返
し
て
、
節
か
ら
の
根
を

切
り
ま
す
。
栄
養
の
分
散
を
防
ぎ
、
イ

モ
が
大
き
く
美
味
し
く
な
り
ま
す
。

収
穫

　

　

植
え
付
け
後
１
１
０
～
１
２
０
日
で

収
穫
で
き
ま
す
。
つ
る
か
ら
汁
液
が
出

る
た
め
、
汚
れ
て
も
い
い
身
支
度
で
作

業
し
ま
す
。
目
印
の
た
め
に
収
穫
前
に

つ
る
を
地
上
部
に
少
し
残
し
て
切
り
ま

す
。
霜
が
降
り
る
前
ま
で
の
晴
天
の
日

を
選
ん
で
収
穫
し
ま
す
（
降
霜
後
は
味

が
落
ち
、
９
℃
以
下
の
低
温
で
は
腐
敗

が
始
ま
る
）
。
収
穫
後
は
イ
モ
の
表
面

の
土
を
よ
く
乾
か
し
ま
す
。

　

事
前
に
探
り
掘
り
を
し
て
、
楽
し
む

こ
と
も
で
き
ま
す
。
収
穫
後
２
～
３
週

間
お
く
と
、
し
っ
と
り
し
て
甘
味
が
増

し
て
美
味
し
く
な
り
ま
す
。
つ
る
は
堆

肥
の
原
料
に
な
る
ほ
か
、 

葉
を
除
い
た

葉
柄
と
軟
ら
か
い
つ
る
先
を
甘
辛
く
煮

付
け
る
と
、
美
味
し
く
食
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

保
存
方
法

　

温
度
が
低
い
と
低
温
障
害
で
傷
ん
で

し
ま
う
た
め
、
冷
蔵
庫
に
は
入
れ
な
い

よ
う
に
し
ま
す
。
あ
ま
り
気
温
が
高
い

の
も
良
く
な
い
た
め
、
15
℃
前
後
の
涼

し
い
冷
暗
所
で
、
新
聞
紙
に
包
む
か
段

ボ
ー
ル
箱
に
入
れ
る
な
ど
し
て
保
存
し

ま
す
（
保
存
状
態
が
良
け
れ
ば
３
週
間

く
ら
い
持
つ
）
。

　

収
穫
直
後
よ
り
も
２
～
３
週
間
ほ
ど

陰
干
し
し
た
方
が
甘
味
が
増
す
た
め
、

掘
り
た
て
の
新
鮮
な
サ
ツ
マ
イ
モ
を
購

入
し
た
場
合
は
、
少
し
寝
か
せ
て
か
ら

食
べ
る
と
よ
り
美
味
し
く
な
り
ま
す
。

農
作
業
メ
モ

ポ
ッ
ト
苗
の
植
え
付
け

①
購
入
苗
は
保
温
管
理
し
て
い
た
も

の
で
あ
れ
ば
、
数
日
間
外
気
に
慣

ら
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

②
定
植
前
日
は
ポ
ッ
ト
苗
に
十
分
灌

水
し
て
お
き
、
植
え
穴
と
定
植
後

の
苗
に
も
十
分
灌
水
し
ま
す
。

③
鉢
の
上
部
が
少
し
見
え
て
い
る
程

度
の
深
さ
に
植
え
ま
す
。
特
に
接

木
苗
を
植
え
付
け
る
場
合
は
、
接

木
部
分
を
地
上
部
に
出
す
よ
う
に

注
意
し
、
深
植
え
は
避
け
ま
す
。

④
植
え
水
は
必
ず
行
い
、
植
え
付
け

後
の
灌
水
は
、
徐
々
に
減
ら
し
て

い
き
ま
す
。

⑤
春
先
は
凍
霜
害
の
心
配
が
あ
る
た

め
、
防
霜
対
策
を
必
ず
行
い
ま
す
。

被
覆
期
間
は
３
週
間
程
度
で
、
凍

霜
害
の
心
配
が
な
く
な
っ
た
ら
早

め
に
取
り
除
き
ま
す
。

プラスチックフィルム
マルチ

深植えにしない
が鉢は畑の土に
隠れる

鉢土と畑の土との
間に隙間をつくら
ない

植え穴の土は数日間の
灌水で十分に水分を含
んでいる

子葉

この辺りで刈り取る

つる先を元の方へ返す
（つる返し）

伸ばし放題にしておくと
イモが大きくなり過ぎ、
形が崩れてしまう
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【
俳
句
・
川
柳
ほ
か
】

私
の
一
句

私
の
一
首

梅
林
を
巡
り
て
愛
で
る
花
模
様

鯉
太
郎
（
佐
久
市
）

摘
草
や
姉
妹
で
歌
ふ
や
早
春
賦

は
な
（
佐
久
市
）

大
鯉
の
生
け
簀
に
跳
ね
て
田
水
引
く

Ｋ
・
Ｓ
（
佐
久
市
）

高
声
で
交
わ
す
笑
顔
に
春
う
ら
らデ

ブ
ジ
（
佐
久
市
）

春
眠
や
夢
の
続
き
を
育
て
を
りキ

ー
ち
ゃ
ん
（
佐
久
市
）

耕
運
機
畑
を
進
や
風
光
る

花
木
槿
（
佐
久
市
）

竹
藪
を
二
度
確
か
め
て
初
音
か
な

竹
（
東
御
市
）

歩
を
緩
め
し
ば
し
眺
む
る
お
ぼ
ろ
月ブ

ブ
（
佐
久
市
）

青
草
の 

伸
び
ゆ
く
ま
ま
の 

一
日
を

静
か
に
う
た
う 

春
雨
の
音

爾
楽
庵
（
佐
久
市
）

朝
空
に 

月
は
残
り
て 

白
々
と

葉
陰
に
宿
る 

鶯
は
鳴
き　

田
口
一
葦
（
佐
久
市
）

喜
寿
過
ぎ
し 

君
の
手
と
り
て 

散
歩
す
る

里
山
の
道 

枯
葉
踏
み
つ
つ

Ｔ
ａ
ｋ
さ
ん
（
佐
久
市
）

膨
ら
ん
だ 

蕾
を
見
て
は 

ウ
グ
イ
ス
と

梅
が
咲
く
の
を 

待
ち
焦
が
れ
た
り

信
州
の
山
猿
（
佐
久
市
）

はな（佐久市）

サザンカ（佐久市）

今
年
の
冬
は
降
雨
が
少
な
く
、
雪

か
き
を
し
た
覚
え
が
あ
り
ま

せ
ん
。
ほ
と
ん
ど
天
候
が
良
く
、
風

が
強
く
吹
い
て
、
乾
燥
傾
向
の
日
が

続
い
て
い
ま
す
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
の

ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
あ
ち
こ
ち
で
火
災

が
発
生
し
、
大
規
模
な
山
火
事
も
あ

り
ま
し
た
。
先
ご
ろ
、
家
の
近
く
で

も
山
火
事
が
起
き
ま
し
た
。
消
防
車

が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
な
が
ら
何
台

も
け
た
た
ま
し
く
通
っ
て
行
き
ま
し

た
。
幸
い
大
事
に
は
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
十
分
に
気
を
付
け
た
い
も

の
で
す
。

ア
キ
ハ
（
佐
久
市
） 朝（佐久市）

も
う
気
付
け
ば
３
月
。
今
年
に

入
っ
て
か
ら
時
が
経
つ
の
が
早

い
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
え

ば
、
今
年
は
あ
ま
り
雪
が
降
ら
な
か
っ

た
な
と
。
う
れ
し
い
よ
う
な
寂
し
い

よ
う
な
…
。
ま
あ
、
春
の
訪
れ
で
フ

キ
ノ
ト
ウ
の
天
ぷ
ら
を
食
べ
た
の
で
、

本
格
的
な
春
の
訪
れ
が
楽
し
み
で

す
。
。

う
っ
ち
ー
（
御
代
田
町
）

肉
厚
の
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
を
茹

で
て
食
べ
た
時
の
こ
と
。
色
は

艶
々
と
し
た
緑
。
噛
む
と
シ
ャ
キ
ッ

と
し
た
歯
ご
た
え
。
そ
し
て
口
の
中

に
広
が
る
甘
く
て
さ
わ
や
か
な
春
の

味
。
日
常
で
こ
ん
な
小
さ
な
幸
せ
を

見
つ
け
ま
し
た
。
や
は
り
旬
の
も
の

の
パ
ワ
ー
っ
て
す
ご
い
。

Ｋ
・
Ｋ
（
御
代
田
町
）

こ
の
春
か
ら
娘
が
年
長
に
な
り
ま

す
。
２
歳
で
保
育
園
に
入
り
、

ま
だ
ま
だ
長
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
最
後

の
一
年
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
作
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
落
ち
着
き
、
イ
ベ
ン

ト
が
再
開
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
ま

す
！

ま
っ
ち
ゃ
ん
（
小
諸
市
）

や
っ
と
庭
に
春
が
来
ま
し
た
。
福

寿
草
、
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
、

ア
ズ
マ
イ
チ
ゲ
な
ど
が
咲
き
始
め
、

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
葉
も
ず
い
ぶ
ん
大

き
く
な
っ
て
き
て
楽
し
み
で
す
。

花
大
好
き
（
軽
井
沢
町
）

レ
タ
ス
の
種
を
ま
い
た
の
で
す

が
、
そ
の
都
度
ネ
ズ
ミ
に
食
べ

ら
れ
て
し
ま
い
、
ネ
ズ
ミ
捕
り
を
仕

掛
け
て
も
エ
サ
だ
け
食
べ
ら
れ
て
し

ま
い
シ
ョ
ッ
ク
で
す
。
ま
た
種
ま
き

し
な
い
と
！ 

レ
タ
ス
の
種
は
お
い
し

い
の
で
し
ょ
う
か
。ユ

ー
ミ
ン
（
小
諸
市
）

ま
さ
か
こ
の
歳
で
デ
ビ
ュ
ー
す
る

こ
と
に
な
る
と
は
…
。
花
粉

症
、
あ
る
日
突
然
や
っ
て
き
ま
し
た
。

目
薬
と
テ
ィ
ッ
シ
ュ
が
手
放
せ
な
い

毎
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
季
節

に
な
る
と
毎
年
話
題
に
上
が
る
風
物

詩
の
一
つ
で
す
が
、
身
を
も
っ
て
実

感
し
て
い
ま
す
。
い
つ
も
は
ま
る
で

人
ご
と
だ
っ
た
の
で
す
が
、
今
年
は

鼻
を
す
す
っ
て
い
る
人
を
見
る
と
、

何
と
な
く
親
近
感
を
覚
え
て
し
ま
い

ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｍ
（
佐
久
市
）

ピー子ちゃんのママ
（佐久市）

二重マスの文字を順に並べてできる言葉
は何でしょうか？
答えを下記のあて先までお送りください。

先月号の答えは 

『レンゲソウ』
でした。

１
歳
に
な
る
初
孫
の
誕
生
祝
い
を

家
族
で
行
い
ま
し
た
。
一
生
食

べ
る
こ
と
に
困
ら
な
い
よ
う
に
と
、

一
升
餅
を
背
負
わ
さ
れ
て
重
さ
に
大

泣
き
で
し
た
。
孫
を
中
心
に
家
族
の

幸
せ
を
感
じ
た
一
日
で
し
た
。

カ
ル
ミ
ア
（
佐
久
市
）

暖
か
く
な
り
畑
に
行
く
こ
と
が
増

え
ま
し
た
。
土
を
起
こ
し
た
ら

冬
眠
中
の
カ
エ
ル
が
３
匹
。
ト
カ
ゲ

（
ヤ
モ
リ
か
な
？
）
に
も
遭
遇
。
ま

だ
寒
く
て
か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
土
を

か
け
て
あ
げ
ま
し
た
。
「
い
い
気
持

ち
で
眠
っ
て
い
た
の
に
」
と
、
言
っ

て
い
る
よ
う
で
し
た
。

ハ
ナ
ち
ゃ
ん
の
ば
あ
ば
（
佐
久
市
）

２
月
の
中
旬
、
日
当
た
り
の
良
い

土
手
で
フ
キ
ノ
ト
ウ
を
見
つ
け

ま
し
た
。
初
物
で
フ
キ
ミ
ソ
を
作
り
、

春
を
香
り
と
味
で
感
じ
て
喜
ん
で
い

ま
し
た
。
こ
れ
が
続
く
と
思
い
き
や

急
に
寒
さ
が
戻
り
、
三
寒
四
温
と
は

こ
の
こ
と
！ 

次
の
「
温
」
に
は
福
寿

草
を
見
つ
け
ま
し
た
。

福
ち
ゃ
ん
（
佐
久
市
）イルカ（佐久穂町）

プルーン（御代田町）

私の一句・一首、クイズの答え
お便り、イラスト・写真など
私の一句・一首、クイズの答え
お便り、イラスト・写真など

①クイズの答え
②身近な情報や出来事
（イラスト・俳句等）
③表紙のデザインについ
ての感想
④〒・住所・氏名・
　年齢・電話番号・
　ペンネーム

●おハガキに記載された個人情報は、広報誌の編集
およびプレゼント発送等を目的とし、それ以外には
一切利用いたしません。
●お送りいただいたハガキ・イラスト・写真等は返
却いたしません。

63
★クイズ正解者の中から
　抽選で 5 名の方に
  「望月高原ヨーグルト
　  セット 」
　　を差し上げます。

●締切4月21日㈬
　（消印有効）
※ハガキは１人１枚を
　有効とします

◇◆ヨコのカギ◆◇
① 5 月の空を泳ぎます
②ポカポカ陽気の日には脱いで腕に掛ける人も
③魚の胸や背、尾などのヒラヒラ
④『トッカータとフーガ』を作曲しました
⑥柱や立ち木の間につるして使う寝具
⑧トマトの実の食べない部分
⑩バラは「愛」や「美」、アヤメなら「朗報」「希

望」など
⑫○○を買って家を建てた
⑭リュックやトランクもこれの一種
⑯ゴールまで——5km です
⑱つるべを下ろして水をくみます
◇◆タテのカギ◆◇
①亀が日なたで○○○干しをしている
③漢字で書くと雲雀。空高くさえずる野鳥です。

あげ○○○、○○○笛
⑤砕けて石や砂になります
⑥突然、風船が○○○した
⑦種、稲、穂に共通の部首
⑨ 5 月の第 2 日曜日は○○の日です
⑪和服の袖の下に垂れた部分
⑬物質の性質や星の動きなどを学びます
⑮胴が太いヘビのような形をしているという、幻

の生物
⑰二輪車のことです
⑲奈良や京都のように昔、都が置かれていた場所
⑳中国に次いで人口の多い国
�紳士服○○○は 4 階でございます

応募総数 165 通
●「JAHOO クイズ」当選者
　の発表は、プレゼントの発
　送をもってかえさせていた
　だきます。ご了承ください。

「遊 You ポスト」最多掲載者発表！
　令和 2 年 4 月号から令和 3 年 3 月号で、
イラストや絵手紙、私の一句・一首に最も
多く掲載させていただいた方へ粗品を進呈
いたします。
●イラスト・絵手紙
　朝（佐久市）、イルカ（佐久穂町）
●私の一句・一首
　花木槿（佐久市）、爾楽庵（佐久市）、
　田口一葦（佐久市）
今後も大勢の皆さんのお便りをお待ちしてい
ます！



Sakuasama  InformationSakuasama  InformationＪＡ佐久浅間からのお知らせ

ゴールデンウィーク営業予定表 ○＝営業日当ＪＡ各事業所の営業日は下記の通りです。

金融窓口・共済窓口

ローンセンター

オートパル（自動車）
ＬＰガス
（ホームエネルギーセンター）
まごころ宅配

ＡＴＭ稼働日はホームページをご覧ください

緊急受付：24時間対応 TEL 0267ー 78ー 3990

4/29
木
4/30
金

5/1
土

5/2
日

5/3
月

5/4
火

5/5
水

生活宅配は 4／ 30㈮のみ営業

事業所名 備　　考

○

○ ー ー ー ー

ー

○ ○ ○

ー ー

○ ○ ー ー ー

○ ○ ○ー

ー

ー

○

○ ○ ○ ー

ー ーー ○ ー ー ー

●ＪＡファーム佐久店、アグリファームさくほ、道の駅ヘルシーテラス佐久南、あぐりの湯こもろ、セレモニーセンターは
全日通常営業いたします。営農センター、生産資材店舗、農機センター、給油所については各窓口でご確認ください。
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（
４
月
１
日
付
）

本
所

▽
監
査
室
長(

共
済
部
長
兼
業
務
指
導
課

長
）
青
木
秀
俊
▽
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
統

括
室
長
（
さ
く
北
部
統
括
支
所
長
兼
佐
久

岩
村
田
支
所
長
）
奥
原
肥
富
康
▽
企
画
総

務
部
長(

営
農
経
済
部
長
兼
道
の
駅
管
理

事
務
所
長
）
内
藤
浩
▽
同
部
次
長
兼
企
画

総
務
課
長(

同
部
同
課
長
）
小
林
孝
▽
金

融
部
金
融
企
画
課
長
（
同
部
資
金
課
長
）

田
村
智
成
▽
同
部
資
金
課
長
（
佐
久
岩
村

田
支
所
岩
村
田
店
金
融
課
長
）
岩
﨑
光
彦

▽
同
部
融
資
課
長
（
小
諸
支
所
小
諸
店
金

融
課
長
）
大
井
茂
▽
金
融
部
共
済
部
事
業

推
進
課
長
（
御
代
田
支
所
共
済
課
長
）
寺

島
修
▽
共
済
部
長
兼
業
務
指
導
課
長(

あ

さ
ま
東
部
統
括
支
所
長
兼
御
代
田
支
所

長
）
塩
川
博
道
▽
同
部
共
済
企
画
課
長
（
佐

久
岩
村
田
支
所
岩
村
田
店
共
済
課
長
）
石

田
信
彦
▽
同
部
査
定
課
長
（
Ｊ
Ａ
共
済
連

長
野
小
諸
自
動
車
損
害
調
査
Ｓ
Ｃ
出
向
・

企
画
総
務
部
付
）
栁
澤
光
洋
▽
営
農
経
済

部
長
兼
畜
産
課
長
兼
道
の
駅
管
理
事
務
所

長
（
同
部
次
長
兼
同
課
長
）
山
崎
秀
二
▽

同
部
次
長
（
さ
く
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー
長
）

原
田
勝
己
▽
同
部
営
農
企
画
課
長
（
同
部

野
菜
課
長
）
清
水
浩
文
▽
同
部
営
農
企
画

課
農
家
経
営
支
援
専
任
課
長
（
佐
久
穂
営

農
セ
ン
タ
ー
長
）
山
崎
秀
明
▽
同
部
野
菜

課
長
（
あ
さ
ま
東
部
営
農
セ
ン
タ
ー
長
代

理
兼
小
沼
事
務
所
長
）
横
田
信
夫
▽
同
部

園
芸
課
長
兼
花
卉
果
樹
振
興
セ
ン
タ
ー
長

（
し
ら
か
ば
西
部
営
農
セ
ン
タ
ー
北
御
牧

事
務
所
長
）
山
井
和
彦
▽
同
部
生
産
資
材

課
長
兼
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
佐
久
店
長
（
み
な

み
北
部
営
農
セ
ン
タ
ー
長
）
荻
原
雅
彦

統
括
支
所
・
支
所
・
店
・
セ
ン
タ
ー

▽
さ
く
北
部
統
括
支
所
長
兼
佐
久
岩
村
田

支
所
長
（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
統
括
室
長
）

山
崎
則
彦
▽
同
支
所
東
店
長
（
共
済
部
共

済
企
画
課
長
）
須
江
正
彦
▽
同
支
所
高
瀬

店
長
（
佐
久
穂
支
所
佐
久
町
店
共
済
課
長
）

三
石
幹
▽
佐
久
野
沢
支
所
総
務
課
長
兼
野

沢
店
長
（
佐
久
う
す
だ
支
所
総
務
課
長
兼

田
口
店
長
）
西
澤
秀
二
▽
み
な
み
北
部
統

括
支
所
長
兼
佐
久
う
す
だ
支
所
長
（
佐
久

穂
支
所
総
務
課
長
兼
佐
久
町
店
長
）
髙
栁

智
一
▽
佐
久
う
す
だ
支
所
総
務
課
長
兼
田

口
店
長
（
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当ＪＡでは、特別金利定期貯金「フォレスト」を4月
1日から取扱いを開始しました。

●対象貯金　スーパー定期貯金（単利型）
●預入期間　１年のみ
●募集期間　2021年6月30日㈬まで
●預入金額　30万円以上の新規預入
特典　以下の条件に該当される方は、下記の特別金利

をそれぞれプラスさせていただきます。ただ
し、特別金利の上限は最大年0.15％までとなり
ます。

・当ＪＡの組合員または加入申込者　年0.10％
・当ＪＡで年金の受給または給与振込をご指定の方　年0.05％
・当ＪＡで公共料金等の３種類以上の口座振替ご契約者　年0.05％
・当ＪＡのＪＡカード（クレジットカード）のご契約者　年0.05％
・当ＪＡのインターネットバンクのご契約者および
　ＪＡバンクアプリ登録者　年0.05％

※当ＪＡにお預けいただいている定期貯金からの預け替えはで
きません。他の企画商品・キャンペーン商品との併用はでき
ません。ＪＡネットバンク・ＡＴＭからの預け入れはできま
せん。

※お受け取り利息には、復興特別所得税を含み、20.315％
（国税15.315％、地方税5％）の税金が掛かります。やむ
を得ず中途解約される場合は、当ＪＡ所定の中途解約利率が
適用されます。

■詳しくはお近くのＪＡ金融窓口へ

ＪＡのこども共済「学資応援隊」
お子さんやお孫さんの教育資金と万一の保障に備え、
ニーズに合わせたタイプをお選びいただけます。

おすすめポイント
●高い貯蓄性と保障がバランスよく備わり、効率的に

資金準備できます
●ご契約者（親族）がもしものとき、以後の共済掛金

はいただきません  
●学資金のお受取りは、進学時期に合わせた中学・高

校・大学プランからお選びいただけます
● 75 歳までご契約いただけます

■詳しくはお近くのＪＡ支所・店共済窓口へ
登録番号：【21160440108】

ジャムに恋する 3 日間 in 小諸
北佐久郡三岡村（現小諸市三岡地区）の塩川伊一郎氏が
製造したジャムが、明治 43 年 4 月 20 日に明治天皇
へ献上されました。これにちなんで日本ジャム工業組
合は、毎年 4 月 20 日を「ジャムの日」と定めました。
日本のジャム発祥の地の一つとされ、ジャムと関わり
の深い小諸でジャムに親しむイベントを開催します。
●日　時：4 月 17 日（土）　午前 10 時〜午後 3 時
●場　所：あぐりの湯こもろ（小諸市大久保）　
■お問い合わせ
　小諸市役所産業振興部農林課農業ブランド振興係
　TEL 0267 ー 22 ー 1700 まで

定期貯金「フォレスト」取扱開始

お子さまの学資金づくりに

イベント情報

「みどりのひろば軽井沢」がオープン

資材店営業時間変更のお知らせ

ＪＡ直売所「みどりのひろば軽井沢」がオープンしま
す。皆さまのお越しをお待ちしています。

4 月 22 日㈭オープン
●営業時間　午前9時〜午後3時
●定　休　日　毎週水曜日（ＧＷは営業いたします）
■みどりのひろば軽井沢　TEL 0267ー45ー5086

ＪＡファーム佐久店の営業時間が下記の通り変更にな
ります。
●営業時間　午前8時30分〜午後6時30分
　4月から10月まで全日営業いたします
■ＪＡファーム佐久店　TEL 0267ー66ー3300

　令和２年12月から令和３年２月までの第４四
半期における、長野県信連・ＪＡ長野中央会の
評価結果についてご報告いたします。

　各月のＡ評価割合および取組みの進捗状況、定着
状況を総合的に判断して2月末の総合評価はＡと評
価されました。
　1月22日の長野県からの「業務改善命令」解除に
続き、3月16日には農林中央金庫の「要改善ＪＡ指
定」が解除されましたことをご報告申し上げます。
二度と不祥事を発生させないために、役職員一丸と
なって業務改善に継続して取り組んでまいります。

●評価基準  Ａ評価：計画どおり実施  Ｂ評価：一部計画どおり
　進んでいない（一部不備がある） Ｃ評価：計画どおりでない

業務改善計画・不祥事再発防止策の
取り組みについて（四半期報告）

コンプライアンス統括室

●不祥事再発防止策評価結果
評価
項目数

12月
1月
2月

５６
６６
６７

Ａ評価

５５
６５
６５

Ｂ評価

１
１
２

Ｃ評価

０
０
０

Ａ評価
割合
９５％
９８％
９７％

最大
年0.15％

〈ご契約例〉こども共済 学資金型 ( 大学プラン )/3 歳加入 /22 歳満期 /18 歳学資金
支払開始 /12 歳共済掛金払込終了 / タイプ：基本型 / 契約者：お父様 30 歳 / 主契約：
共済金額 300 万円 / 特約：指定代理請求特約

この資料は概要を説明したものです。ご検討にあたっては「重要事項説明書
(契約概要)」を必ずご覧ください。また、ご契約の際には「重要事項説明書(注
意喚起情報 )」および「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。

※給付率=給付総額÷払込共済掛金総額
※給付率は、ご契約者・お子さまの契約日の年齢、学資金支払開始年齢など契約内容によって異なります

給付率

約105.2％
●共済掛金（年払い・口座振替扱い）　316,785 円
●払込共済掛金総額　　　　　　　　2,851,065 円
●給付総額　　　　　　　　　　　　3,000,000 円

※共済掛金払込免除不担保特則を付加する場合を除きます

令和 3 年 4 月現在
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休日・夜間緊急連絡先

相談・苦情受付ダイヤル

営業時間外の連絡時にご利用ください
■キャッシュカード・貯金通帳・印鑑の紛失
　　  0120－02－4040
　※受付：月曜～金曜  17時～翌朝8時  土日祝日 24時間
■自動車事故（ＪＡ自動車共済）

　　  0120－258－931 ※受付：24時間365日

当ＪＡ各事業に関する相談・苦情を受付ます
　　  0120－677－882

ジコは   クミアイ

※時間：9～17時 土日祝日を除く

各種相談会のご案内
■相談日（5月） 13日㈭ 田口店  20日㈭ 平賀店
　 25日㈫ 中佐都店　29日㈯ 佐久穂支所
■相談役　ＪＡ長野県信連 社会保険労務士 湯本 久美
■お申し込み　ＪＡ金融窓口または金融部金融企画課
　　　　　　　 TEL 0267-67-0610
■相談日　4月27日㈫ 午後1時30分～午後5時
　場　所　本所2階201
■お申し込み　農家経営支援対策チーム
　TEL 0267-68-1114　FAX 0267-68-1928
　お申し込み締め切り　4月20日㈫　
※開催日、場所等が変更になる場合があります

年
金
相
談

営
農
・
就
農
相
談

監事会報告　3 月 25 日開催 / 報告事項

①令和２年度 長野県常例検査書及び改善状況等の報
告について

②子会社監査役からの諸報告について
③常勤監事からの報告について
④令和２年度内部監査年間業務活動報告について
⑤２月内部監査実施状況報告について

理事会報告　3 月 25 日開催 / 主な報告事項

①令和２年度決算状況について報告しました。
②資産自己査定結果について報告しました。
③令和２年度子会社の事業内容について報告しまし

た。
④総代懇談会の開催について報告しました。
⑤令和２年度連続職場離脱の実施について報告しま

した。
⑥下期 店・支所運営委員会のアンケート結果につい

て報告しました。
⑦不祥事再発防止策の進捗状況について報告しまし

た。
⑧自主点検結果について報告しました。
⑨令和３年度固有リスク評価表について報告しまし

た。
⑩ＪＡバンク基本方針の変更について報告しまし

た。
⑪新たな渉外体制について報告しました。
⑫大口信用供与先の概況について報告しました。
⑬貸出標準利率表の改定について報告しました。
⑭令和２年度第４四半期余裕金運用状況について報

告しました。
⑮令和３年度第１四半期余裕金運用計画について報

告しました。
⑯地域農業振興ビジョンについて報告しました。
⑰購買未収金対策委員会について報告しました。
⑱令和２年度決算監事監査実施について報告しまし

た。
⑲みのり監査法人期末監査Ⅱ日程について報告しま

した。
⑳令和２年度内部監査年間業務活動について報告し

ました。
�令和３年度監事監査計画について報告しました。
�内部監査の実施状況について報告しました。

議決事項
第１号議案　令和２年度長野県常例検査書および改

善状況等の報告について
第２号議案　第２２回通常総代会提出議案について
第３号議案　不断の自己改革取組宣言について
第４号議案　佐久浅間農業協同組合定款の変更につ

いて
第５号議案　役員の選任について
第６号議案　令和３年度役員報酬について
第７号議案　担当理事委員会運営規程の改正につい

て
第８号議案　職制規程の改正について
第９号議案　職員給与規程の改正について
第１０号議案　令和３年度余裕金運用方針および計

画について
第１１号議案　共済規程の変更について
第１２号議案　内部統制基本方針の改定について
第１３号議案　当組合における取引のリスク評価書

について
第１４号議案　組合と理事との契約の承認について
第１５号議案　目的積立金の取崩しについて
第１６号議案　子会社定款の変更について
第１７号議案　子会社取締役の推薦について
　第 1 号議案から第 17 号議案について承認しまし

た。

JAHOO-2021-4 月号15

※今回のキャンペーンは期間限定の特別価格での提供のため、ＪＡファーム佐久店の「利用者カード」はご利用いただけません。
　あらかじめご了承いただきますようお願いいたします。

※ご記入いただいた個人情報は、商品の配達のみに使用します。なお、その際の情報管理につきましては適切かつ慎重に行います。
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※今回のキャンペーンは期間限定の特別価格での提供のため、ＪＡファーム佐久店の「利用者カード」はご利用いただけません。
　あらかじめご了承いただきますようお願いいたします。
※本注文書にご記入いただいた個人情報はお申し込み商品に関わる各種サービスに活用させていただきます。
※お客様の個人情報をお客様の同意なしに第三者に開示・提供することはございません。




